
適用効果

運用イメージ

ダウンタイム短縮 サーバ監視ノウハウを容易に導入
フェイルオーバに至る前の障害も未然に検出したいという ニーズに応えます。

OSやアプリケーションなど、監視対象に 特化した「深い」監視によって障害

原因の特定にも効果的です。

OS、アプリケーション、DB、 
ストレージなどの障害につながる
異常を早期に検出し、予防などを行う
ことでダウンタイムを短縮します。

CLUSTERPRO MC （HAシリーズ） 
高可用性ソフトウェア

NECが手がけたUNIXシステムにおいて豊富な利用実績が ある監視機能を

Linux、Windowsシステムに提供します。 それらによりUNIX並みの高可用

性を実現できます。 

CLUSTERPRO MC HAシリーズ 

http://www.nec.co.jp/clusterpro/

NECが手がけたミッションクリティカルシステムの構築、運用の現場の声を監視製品という形で フィードバックしました。
障害の予兆検出や予防を行うことにより、システムの可用性を極限まで高めます。

業務停止の防止

障害の防止

● クラスタ化（サーバの冗長化）
● 障害の検出
● フェイルオーバ

● 装置の冗長化
● 障害の予兆検出
● 障害の予防

重大な事故

軽微な事故

ヒヤリ・ハット

業務停止

障害
（業務停止の予兆）

障害の予兆

資源未解放
プロセス ディスクの

セクタエラー

データベース
格納ディスクの
空き不足
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頻繁なスイッチ

ファイルシステム
異常

CLUSTERPRO

HAシリーズ

ハインリッヒの法則で例えれば・・・

監視

監視

監視

監視

障害の予兆を検出し、自動的に対策
をおこなうことで、重障害に至る前
の対策が可能になります。

冗長化部分の片系故障を検出する
ことで、クラスタによるフェイル
オーバに至る前に対策が可能にな
ります。
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③通知③通知
③通知③通知

④フェイルオーバ
④ノード再起動

①監視・異常検出①監視・異常検出
②システムログ通知・
　障害予防アクション

②システムログ通知・
　障害予防アクション

異常発生

異常発生

①監視・異常検出①監視・異常検出

HAシリーズ

● クラスタ構成 ● シングル構成



お問い合わせは、下記へ

Cat.No. E06-12100666J

プロセス監視

OS監視、クラスタ制御

日本電気株式会社　〒108-8001 東京都港区芝五丁目7-1（NEC本社ビル） 2012年10月現在

〒108-8424　東京都港区芝五丁目33番8号（第一田町ビル）
TEL：03（3798）7177
【受付時間】9：00～12：00　13：00～17：00　月曜日～金曜日（祝日・NEC所定の休日を除く）

E-mail ： contact@soft.jp.nec.com

NEC プラットフォーム販売本部
（ソフトウェアお問い合わせ）

ProcessSaver

②システムログ通知

システム管理者

・ 異常終了 
・ ハングアップ 
・ 同一名のプロセス 
・ 関連するプロセスのグループ

障害

ProcessSaver

監視対象プロセス

③再起動①監視／障害検出

プロセスの異常を監視します。異常終了、ハングアップ、資源未解放などを

検出します。障害発生時には、プロセスの再起動やクラスタ連携によるフェイル

オーバによって業務を継続可能とします。

また、同一名のプロセスや関連するプロセスのグループ監視など柔軟なプロ

セス監視が可能です。

StorageSaver/RootDiskMonitor

ストレージや内蔵ディスクの障害を監視します。冗長化したパスの片系障害

を検出し、障害の発生したI/Oパス（故障経路）を切り離すことができます。 

間欠障害を契機とした頻繁なパス切り替えによるI/O性能の低下を防止

できます。また、待機系パスや待機系ノードでも監視を行うため、可用性

が向上します。

ResourceSaver

クラスタウェアへの障害通知を制御します。 CPUコアやファイルシステムの

異常検知を行い、予期しないシステムダウンを抑止します。重障害時のみ

フェイルオーバさせたり、間欠障害を無視したりすることで、柔軟なクラスタ

システムを運用することが 可能です。 

ApplicationMonitor

Oracleデータベースを監視し、業務停止につながる障害を早期に検出します。

障害発生時には、Oracleプロセスの再起動やクラスタ連携によるフェイル

オーバで業務停止時間を最小化します。 

RAC環境では全ノードハングアップの場合にも障害発生箇所を特定し、障害

ノードを再起動することで障害からの円滑な復旧が可能です。

④障害を検出したI/Oパスを切り離し
⑤マルチパス管理製品が正常な
　パスを使用してI/Oを継続

②障害を検出
③システムログに通知

FCカード FCカード

マルチパス管理製品

①ストレージ資源
　を監視

業務AP
Storage
Saver

FC（正） FC（副）

FC: Fibre Channel 

ディスク監視

Oracle監視

システム管理者

ResourceSaver

現用サーバ
待機サーバ

CLUSTERPROCLUSTERPRO

仮想リソース

監視リソースOS CPU

MC SCOPE※

障害
LANFCFileSystem

待機サーバへ
フェイルオーバ

※MC SCOPEは障害監視や原因究明に必要な詳細ログを記録するNEC製ミドルウェアです。
　Enterprise Linux with Dependable Support に含まれます。 

障害

ApplicationMonitorApplicationMonitor

③障害ノードを判定③障害ノードを判定

CLUSTERPRO CLUSTERPRO

障害

Oracle RAC Oracle RAC
全ノード
ハングアップ

①監視①監視 ①監視①監視

④通知④通知

⑤ノード再起動

②障害発生箇所
を特定

②障害発生箇所
を特定

CLUSTERPRO MC （HAシリーズ） 

●CLUSTERPROは、日本電気株式会社の登録商標です。
●ProcessSaverは、日本電気株式会社の登録商標です。
●記載されている全ての製品および社名は、各社の商標または登録商標です。
●このカタログの内容は改良のために予告無しに仕様・デザインを変更することがありますのでご了承ください。 
●本製品の輸出（非居住者への役務提供等を含む）に際しては、外国為替及び外国貿易法等、関連する輸出管理法令等をご確認の上、必要な手続きをお取りください。
　ご不明な場合、または輸出許可等申請手続きにあたり資料等が必要な場合には、お買い上げの販売店またはお近くの弊社営業拠点にご相談ください。

障害


